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HITAC +-330システム

HITACHIComputer SYStem HITAC L-330

HITAC L-330システムは,日立製作所がHITAC L-320～L-340のLシリー

ズの--一員として開発したコンビューータシステムで,L-320の上位機椎,L-340の下

位機椎として位置づけられる｡L-330システムの主な特長は,(1)分散処理形態に適

合した,上位機椎とシり【ズ化された開発思想,(2)LSI､マイクロプロセッサなど

二最新の技術を取り入れたハーードゥェア,(3)簡馴牛を追求し,効率的な運用を図るソフ

トウェアなどが挙げられる｡このシステムは,分散処理コンビ_1-タだけにとどま

らず,小形EDP,インテリジ工ント端末,オフィスコンピュータなど,ノム範囲の

応用分野に利月1することができる｡

l】 緒 言

HITAC L-330(以下､L-330と略す)は,1980年代に対

ん仁する分散処理コンピュータとして,日.1工製作所が開発した

もので,昭和53年3月発表以来,多数のユーザーから′受注が

あり現在増産に努めている｡

この論文は､L-330の開発思想,碓びにハードウェア及び

ソフトウェアの特長について述べる｡

臣I L-330の開発思想

L-330(図1)は,Lシリーズの中核をなす分散コンピュー

タシステムである｡L-330は,導入する部門の多様性を考

え,他システムとオフライン的に結合したいわばホストコン

ビュー一夕システムとして,またホストシステムと緩く結でナLた

分散拠ノ∴(システムとして,更にはホストシステムと堅く結ナナ

した中継システムとして利用することを目標に開発したもの

である｡分散処理を実現するための必要な機能は,図2に示

すものと考えられる｡L-330の導入される第一線部門では,

専任のオペレータや専任のプログラマが不在の場合が通例で

ある｡これらの問題を解決するため,L-330では以下に記す

ような特長のある機能を設けている｡
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(1)分散処理に必要な多様な処理形態を可能とする｡

(2)第一線部門で直才英人力できる｡

(3)簡易な操作で利用することができる｡

(4)システム建設が容易である｡

(5)設備条件が簡便である｡

(6)統一一された思恕に立ち､幅広い範何にわたって境遇のシ

ステムを選択することができる｡

2.1 多様な処理形態

L-330の処理形態は,図3に示すようにバッチ処玉里とネッ

トワーク処理とに大別される｡それらを更に細かくみると以

下に記すものがある｡

(1)バッチ処〕塑

突発的な優先業務の発生あるいは処理の効率化を図るため,

多重プログラム実行機能,スプ【ル制御機能などをもっている｡

(2)オンライン処理

簡易言語であるNHELP(New HitachiEぽective Libra-

ry for Programmi咽)を使用することで,手軽に開発を行

なうことができる｡

がl†

もⅦ

図I L-330システム 弓滋気テープ装置の1妾続により,大量データの処理も可能なシステムである｡
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オンラインシステム

の構築が簡単に,しか

も短期間で行なえる｡

大形ホストシステム

と接続して,コンピ

ュータ間データ伝送

が可能である｡

小形EDPシステムとL

ての強力なパッチデー

タ処‡里能力をもつ｡

注:EDP=Eleotronio Data

Proc8SSing

図2 分散処理に必要な可幾能

な機能を示す｡

プログラミングの省

力化への配慮を行な

う｡

自身でデータベース

を構成でき,分散デ

ータベースシステム

の部分となる｡

分散処理を容易に実現するために必要

(3)リモートバッチ端末処理

ファイル伝送プログラム(FIT:File Transmission Pr｡.

gram),リモートバッチ端末プログラム(RESP:Rem｡te-
batcllStation Program)で実現する｡

(4)オンライン中継処理

端末とホストコンピュータとを直接接続するもので,COBOL

言語とオンラインコントロールバツケージTMS-1(Trans･

action Management System-1)を使用する｡

これらを支えるハードウェア機能には下記のような特長が

ある｡

トランザクション入力

データ

ファイル
0
0

入力ジョ

ブキュー

入力リーダ

(1J豊富なファイル容量

8.8M bitから400Mbitまで拡瓜主がヰr能である｡

(2)豊7:寸な主記憶容量

32k bitから224k bitまで拡瓜ミが可能である｡

(3)安価なビデオテMタ ターミナル(HT-5425)その他の人

ナナ1力書芸置の接続

(4)L-320を中心とする-`HNA‥(HitachiNetwork Archi_

tecture)端末の接続

2.2 システム建設が容易

簡払言語NHELPを採用するとともに,そのプログラムデバ

･ソグを容易にするサービス プログラムを完備しプログラム開

発が業務川当者でもできるように配慮Lている｡また,以下

に記す汁L川のプログラム プロダクトなどを装備Lている｡

(1)NHELPオンライン(CUTE:Customer,s Terminal

Equipment Support System)

(2) FIT

(3)RESP

(4)TMS-1

(5)データベ【ス(PDM:PracticalData Manager)

2.3 直接入力が可能

第一一線で†小､こなすため,干輯なデータ入力,入力エラー

の即時帽j‾‾[などができる入出力端末装置を接続することがで

きる｡

(1)タ【ンアラウンド処三曙用装置

(a))亡羊文ブナニ三読取装置(HT-550130)

(b)マークシート読取機(H-8268-1L)

(c)カード一読舵機(H-8232,21)

(2)インラインノ女びオンライン用装置

(a)ビデオデータ タ【ミナル(HT-5425)

(b)デー,クエントリシステム(H-1740)

(c) L-320システム

ニれノ〕については,データタブレットによるコMドレスシス

ホスト計算横

システム

リモートバッチ

端末処理

パッチジョブ

L¶330システム

バッチジョブ
ファイル

伝送ジョブ

リモートパッチ

端末プログラム

オンライン

ジョブ

出力ライタ

プリンタ
出力ジョ

ブキュー

聞合せ伝票
発行なと

オンライン中赴処理

L.-330システム

図3 多様な処理形態 ト330の多様な処理形態をバッチ処理とネットワーク処理とに大別Lて図示する｡
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テムも可能である｡

2.4 簡便な運用の追求

運用を簡便にするため,】F記のような機能をもっている｡

(1)簡易オペレーション

(a)PFK(Programmed Function Key)の利用によるワ

ンタッチオノヾレーショ ン

(b)プロシジャライブラリによる完巧竺業務の一一括指示

(C)大形コンソールによる見やすし､表示

(2)運用の効率化

(a)最大五つのマルチジョブ

(b) スプール処理

(c)連続ジョブの実行

(3)無人化及び省力化運転

(a)自動電源切断機構

(b)システム停止苧竿報機構

設備条件については,電子原の100V/200V単相化,i温湿度

条件の緩和,設置面積の削減,′ト形･軽量化,低電力化及び

床上げ工事の排除を行なっている｡

2.5 統一した思想

L-330は,Lシリーズの一員として1､-記のような特長をも

っている｡

(1)互換件

Lシリーズ,Mシリーズとの間でシステム,ハードウェア,

ソフトウェアの一貫性を保っている｡フロッピ,イ滋気テ¶プ,

磁気ディスクの媒体互敵性,データ互授性,プログラムカニ操

作及びジョブ制御の互手灸件が付さたれている｡

(2)移行件

HITAC 8150からの移行件については,データ制御,プロ

グラム制御,及びジョブ制御の由で極めて答易な手段を用意

している｡

(3)規模に合ったシステムの提供

LシりMズの範囲から,規模に応じてL-320,L-340の退

択が可能であるが,L-330の範囲内でも′ト規模システム向け

のモデル5と,大規模システムIF小ナのモデル6とがあi卜きめ

細かい選択ができる｡

田 L-330ハードウェアシステムの特長

L-330のハードウェア構成を図4に示す｡中央処理業置に

は,モデル5,モデル6の二つのモデルがある｡その和遠を

以‾卜に述べる｡

(1)処理i劇度は,モデル5が1に対しモデル6は1.5である｡

(2)接続できる周辺入出力装置は,モデル5が7に対しモデ

ル6は15である｡

(3)接続できるディスクファイル谷量は,モデル5が8.8～200

M bitに対しモデル6は100～400M bitである｡

L-330のハードウェアの特長は,最新のハ【ドゥェア技術

の採用とRAS(Reliability,Availability and Serviceabiト

ity)機能の充実にある｡

3.1 最新技術の採用

(1)論理回路には,LS-TTL(Low Power Schottkey-

Transistor Transistor Logic),NMOS(N ChannelMet-

a10Ⅹide Semiconductor)の大規模集柿回路(LSI)を主と

して使用Lている｡

(2)分散処理装置方式を採用しており,入出力制御機能をそ

れぞれの装置対応に分離し,命令実行及び人出力処理の効率

向上を図っている｡

(3)マイクロプログラム方式の採用

中 央 処 理 装 置

･主記憶装置 32kバイト～224kバイト

･増設主記憶装置64kバイト

･アドレスリロケーション機構

･サブチャネル増設機構

･システム停止警報機構

･自動電源切断機構

ローカル

ターミナ

ル制御
橡輯

増設ロー
カルター

ミナル制
御機構

マルチプレクサ ポート セレクタポート

自動呼出

アダプタ

通 信

アダプタ

各人出力

制御機溝

ディスク

制御横溝

フロッピ

ディスク

制御横様

セレクタ

チャネル

アダプタ

｢

網制御

装 置

し--｢√一---ノl

端末装置l

他コンピュータI

l

1

1

1
1

紙テープ読取磯

500/800字/秒

紙テープせん孔

機110字/秒

カード読取機
800枚/分

カード印刷せん
孔機20枚/分

マークシート読
取横100枚/分

ラインプリンタ
605行/分

シリアルプリンタ

185字/秒

l

______+

区14 L【330のハードウェア構成
示す｡

×8

×8

ビデオデータ
ターミナル

プリンタ

貴大600m

最大600m

ビデオデータ

ターミナル

プリンタ

磁 気
ディスク

磁 気

テープ

HITAC
8150

ディスク

装置

×4

(移行用で入力のみ)

0
0

フロッピ

ディスク

ズ2

(中央処理装置内蔵)

L-330のハードウェア構成の概略を

L-330にある分散処理装置は,すべてマイクロプログラム

方式を用いている｡小形,軽違化,ファームウェア化などの

行ないやすい方式である｡

(4)主記憶装置には,1佃当たり16k bitの高集積度のLSI

メモリを條用してし､る｡

3.2 RAS機能

L-330は分散配置されるものであり,従来にも増して保与:

の水準を高める必要がある｡保守員を常駐させることは実際

rl勺でないので,フリ【メンテナンスを目標にRAS機能の充実

を図ってし､る｡また,遠隔地での帽復時間を触節するため､

障害情事糾文集機能,監視処理装置(L-330に内蔵)による【`†動

診断機能,保守センタを利用するための遠隔保守機能などが

具傭されている｡RAS機能の概要を図5に示す｡

【】 +一330ソフトウェア システムの特長

L-330のソフトウェア システムは,VOSO(VirtualStor-
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演算回路の二重化

障害発生の素因を除去
障害発生の未然防止/

監視処理装置による

自動診断機能

重要回路の

MSI化
LSI化

信頼性の高い素子

Reliab州ty(信頼性)

/
ECC(エラー訂正)機能

/
Availab‖lty(可

主記錦装置で発生した

1bjtのエラーの自動訂正
2bitのエラーの完全検出

エラーリカバリ機能

ハードウェアで発生した
障害要因を,オペレーテ

ィングシステムに知らせ

エラー処理のための詳細
情報を与える｡

ログアウト機能

Se｢vioeability(保守性)

㌫
ハードウェアで回復できない障害は
ソフトウェアで行なう｡

注:E(〕C=E｢｢or Checking and Correcting

図5 し-330のRAS機能

示す｡

故障要因の早期
発見 修復時間

の短縮が可能

障害記録編集機能

＼
L-330の信頼性を保持するためのRAS機能を

age Operating System O)と呼ぶオペレ∬ティング システ

ムで体系づけられる｡VOS Oグ)構成を図6に示す｡VOS O

の特長として,簡易な操作,遠田の効率化及び容易なシステ

ム石堂設が挙げられる｡

4.1簡易な操作

定形業務は,コンソール キーボードのPFKを利用するこ

とにより,ワンタッチでオペレーションできる｡PFKに,オ

ペレ【タコマンド,システム制御コマンド及び70ロンシャコ

マンドを対応づけることができる｡プロシジャ機能によりジ

ョブステップ,ジョブ単位にジョブ制御文,パラメータを澄

録し,-一一括して利用あるいは一部変更して使用することがで

きる｡二のほか,オペレータコマンドの省略,大形コンソ∽

ルによる分かりやすいオペレ【タガイダンスが行なわれ,だ

れでもオペレ【ショ ンできるようコニ夫している｡

4.2 運用の効率化

運用を効率化するため,下記のような機能をもっている｡

(1)最大五つのマルチジョブが実行可能

(2)メモリの利用効率向上のために,ダイナミックリロケ【

ション,ダイナミ ック スワッビング機能をもっている｡

(3)スプ”ル制御機能をもっている｡

(4)目的に合ったプログラム実行の順序が決められる｡

ダイナミリクリロケーション機能は,図7に示すようにハ

ードウェアのアドレスリロケーション機能を用いて実行すべ

きプログラムだけを,実アドレスに割り当てるものである｡
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制御プログラム

SAM

スーパバイザ】｡AM
データ管王里ISAM

ジョブ管理システム制御

通信管王里lジョブ制御
スプール制御

ソートマージ*

簡易ユーティリティ

システムユーティリティ

システム支援

処理プログラムl
障害記錯支援

芋詔書ム バッチサービス

ディスプレイ

リンケージエディタ

ライブラリアン

画面定義プログラム
サービス

ネットワーク
ファイル伝送プログラム

サービス

血NHELP”*

拡張RPG*

RESP

言語プロセッサ

COBOL*

FORTRAN*

CUTE*

賢誤ムPDM*
TMS-1*

妄言劣言:ションpsR*l
注:* プログラムプロダクト

SAM=SequentialAGCeSS

Method

DAM=Direct Ac;CeSS

Method

ISAM==工ndexed Sequ8ntjal

Access Method

図6 L-330ソフトウェア構成

を示す｡

CUTE=Custom(汀's T(汀mjna事

Eq]ipme【t Support SYStem

PDM=Practic∂t Data Manage｢

TMS+=Transaotion Ma【agement

Syst8m-1

PSR=Parts Structure Retrieval

L-330のソフトウエア(VOSO)の構成

ダイナミック スワッビング機能は,実行中の70ログラムの

状態,優先順位に応じて自動的にプログラムを磁気ディスク

に退避,回復を行なうもので,少ないメモリで幾つもの業務

を行なう際に便利である｡

スプ【ル制御機能は図8に示すもので,ジョブ実行のスケジ

ューリングを行なうことなく効率の良い運用を可能とする｡

プログラム実行の優先順序は,プライオリティスケンュ】

リング方式とラウンドロビン■方式のどちらも二選択することが

でき,厳格なイ憂先順位づけあるいは斗そ等な優先順位づけを業

務形態に応じてぎ央定する｡

4.3 容易なシステムの建設

システムの建設を容易にするための一最大の特長は,簡易言語

NHELPの全面採用である｡NHELPの特長を図9に示す｡



HITAC L-330システム 885
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システム僕域

プログラムB

プログラムE

プログラムD

プログラムA

プログラムB

プログラムC

プログラムD

プログラムE

ドニこト

ア
ド
レ
ス
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
構

一ノ…ノワ
ン

スイ

磁気ディスク

⊂亘互≡亘コ
｢ ‾■‾‾■■‾‾■‾●‾1

王プログラムE;
+_______J

プログラムC

図7 ダイナミックリロケーション機能及びダイナミックスワッ

ビング機能 +一330の主記憶を有効に活用するためのVOSOの二つの機能

を説明する｡

オンラインシステムの建設は,従来人手のかかるものであっ

たが,図10に示すNHELPオンライン(CUTE)により容易に

実現することができる｡また,デ耶タベースシステムの建設

も,図11に示すようにデータベースパ､ソケⅥジ(PDM)を用

いNHELPで実現することができる｡また,ディスプレイ装置

を活用するための画面定義プログラム(Mapping Aid Pack-

age)と結合して使用することができる｡

ジョフ℃(Pl)

ジョブB(P2)

ジョブA(Pl)

入
力
リ
ー
グ

図8 スプール制御に

よるジョブの流れ

VOSOの槻能の一つである

スプール制御を図示する｡

COBOL

基 本 計 画

現 状 分 析

･全体計画(範囲.目的)

･入出力帳票調査

･事務手続分析

･問題点解決策

"NHELP”

システム設計

プログラム仕様書

作 成

プ ロ グ ラ ム

コーディ ング

コンパイル

デ バ グ

･システムフロー

･入出力レイアウト

･コード設定

･処理基準

･デバイス定義

-ディテールフロー
チャート

･入出力レイアウト

･プログラム作成

･言語翻訳

･計算機などによる
エラー捜し

条 件 決 定

パラメータ作成

パ ラ メ
ー

タ

チ ェ ッ ク

テスト ラン

･システム･フロー

･処理条件

･入出力レイアウト

･コード設定

りくラメ一夕

コーディング

･計算機によるパラ
メータのエラー捜し

図9 NHELPとCOBOLによるシステム建設の比重交 VOSOの簡

易言語であるNHELPと基本言語であるCOBO+によるシステム建設を比較L

図示する｡
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イニシエーションパラメータ

画面パラメータ

MPPパラメータ

MAP

ジェネレータ

"NHELP''

MAP

ライブラリ
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ライブラリ

ユーザー

ファイル
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通信管理プログラム
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オンライン

実行システム

(0〕TE

エクゼキュータ)

システム

ジャーナル

ファイル再構成
プログラム

図10 NHELPオンライン(CUTE)の構成
(CUTE)の構成とプログラム開発の;売れを示す｡
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?

L-330

統計データ

＼ 受注データ
ヽ

＼

ヽ
ヽ

ヽ

し-330

$
乞舞

図12 L-330を用いた受注出荷システムの導入例
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プログラム撤寸
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プログラム

PDM

COBOし

"NHELP”など

ロ
ジ
カ
ル
入
出
力

タンイ

ム

】
丁
-
丁
ハ
リ

レ
”
朋

ぺオ

ス一
ル

ベ
ー

タ

ユ

ージデ

モ

+7リ受仰
働
凱

PDM

デ ー タ

エレメント
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プログラム

CPU(中央処理装置)
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オトフ

ツ

禾マ
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データ

ベース

PDMのモジュール

図Ilデータベースパッケージ(PDM)の構成 VOSOのデータベ

ースパッケージ(PDM)の構成とNHEJP,COBOしの関係を示す｡

受注データ

訂正データ

β L-330

･弓責先マスタ
･商品マスタ

･芹庫マスタ

Mシリーズ

○

入庫データ

在庫テ…タ

L-330を用いた受注出荷システムの導入例を図示した｡

B 結 言

HITAC L-330システムは,分散処理時代にふさわしい機

能,及び性能をもっている｡図12に示す導入例は,ほんの一

例であー),今後,分散化傾向はあらゆる業種に拡大するであ

ろう｡L-330システムは.下記のような新しい技術を開発し
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L 320

在庫一覧表

納 品 書

たシステムとして特筆できる｡

(1)簡易な運用

(2)シリーズ内での統一思想

(3)LSIを中心とする最新のハードウェア技術の導入

(4)多様な処理形態の簡易言語による統一的実現




